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６ 残された問い ― 個別的な関係を通して見いだせる別の命の尊厳 
  
最後に、考察を通して私の中に新たに浮かんできた問題を提示しておきたい。
既に説明したように、無数の個別の命と関係性を結べる可能性がある中で、あ
る個別の関係を選ぶことは、ほかに関係を結び得たかもしれない命をなおざり
にし、それらの尊厳を毀損する怖れを孕んでいる。個別の命と関係を深めれば
深めるほど、ほかの命の尊厳を毀損する怖れが私に迫ってくる。 
 こうした構造は、小谷真樹さん・真緒さん親子と、私の関係にも通じる部分
がある。真樹さんと私の個別的な関係は、娘の真緒さんの尊厳が事故によって
毀損されたという事態とともに形成され始めた。だからこそ、真樹さんとの関
わりが深まるほど、真緒さんの尊厳が理不尽に毀損されたという事実が私に迫
ってきたのだった。「真樹さんと個別的な関係を深めるほど迫ってくる真緒さん
の尊厳の毀損」という構造は、「個別的な関係を深めるほど迫ってくるほかの命
の尊厳を毀損する怖れ」という構造とよく似ている。 
しかし大きな違いがある。真樹さんの振る舞いにははっきりと真緒さんの「不
在」が刻印されていた。私が個別の関係を結んだ真樹さんに、別の個別な存在
である真緒さんの「不在」が見いだされたのである。娘の真緒さんの「不在」
 35
を背負う真樹さんとの関係を通じて、理不尽な事故に見舞われてもなお毀損さ
れ尽くしていない真緒さんの「尊厳」が、私に感じ取れた。個別的な関係を通
して、別の命の尊厳が立ち現れたのだ。 
真樹さんと私は、大規模な事故の遺族と記者という特殊な関係であるかもし
れない。こうした事態は、ある命と個別的な関係を結ぶほかのケースでは生じ
ないのだろうか。私は、必ずしも生じないとは言い切れないと思っている。 
ある命と個別の関係を結ぶということは、ほかの命とは異なる特別な関係を
作るということである。その際、ほかの命は一時的にせよ「なきもの」と見な
されるのではないか。そうだとすれば、私が個別の関係性を結んだ命に、ほか
の命の「不在」のような痕跡を見いだせるかもしれない。個別の命との関係を
深めることを通して、ほかの命の尊厳が立ち現れる可能性が生じるのである。 
 私自身は、こうした事態を実感した経験はない。考えるべき点はたくさんあ
る。現状で既に浮かんでいる論点を示しておきたい。 
まず、個別の命との関係を深めることでほかの命の尊厳が立ち現れ得るとし
ても、常に、個別的な関係を結んだ命の中にほかの命の「不在」のような痕跡
が見いだせるとは思えない。また、「『不在』のような痕跡」について、もう少
し明確に定義する必要もあるだろう。少なくとも、私が真樹さんを通して感じ
たような真緒さんの「不在」とは異なるはずだ。さらに、「不在」のような痕跡
を見いだせるとしても、無数の命の尊厳を感じ取れるとは思えない。個別的な
関係を通して、無数の別の命の尊厳が感じ取れる訳ではないだろう。 
まだ荒削りな考えである。しかし、目の前の命との個別的な関係を通じて、
そこにはいない命の尊厳が立ち現れるという事態は、大きな可能性を秘めてい
るように感じている。個別性の壁を破る端緒となり得るかもしれない。 
 今後の課題として考察を続けることを記して、稿を閉じたいと思う。 
 
